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働き方改革を促進させるFM ～自律と協業がもたらす新たな企業風土～:背景と体制

戦略と計画

プログラム管理

運営維持

FMの体制とサイクル

運営維持
• ワークプレイスサービスの提供
• データの定期収集（人員数・各所利用率等）
• 省エネ対策
• コスト管理
• 顧客満足度調査

プログラム管理
• 複数のプロジェクトを並行して管理
• 維持運営側も参画するプロジェクトのPDCA
• プロジェクトから維持運営への移行

戦略と計画
• グローバルREの方針と日本の事業計画に合わせ

た不動産戦略
• 維持運営データを活用しポートフォリオ計画立案
• 顧客満足度調査結果に基づく改善計画
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*RE:Real Estate（不動産部）

WORK2020
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コミュニケーション

テレワーク

ワークプレイス・IT
安全衛生・セキュリティ・環境
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要望

要件計画

ファシリティ関連部門
（WR, IT, HSSE）

外部コンサル

WRはWorkplace Resourcesの略称
オフィス全体の企画・設計・運営・管理
を包括的に担当する部門

HSSEは以下の分野を統括する部門
衛生(Health)
セキュリティー(Security)
安全(Safety) 環境(Environment)

４つの視点で分科会を設け集中議論を促した

W: Well-being（健康）
O: Organizational culture（組織文化）
R: Responsible（責任を持つ）

K: Keep engaged（帰属意識）

改革を起こすべき分野を

念頭に掲げ有志代表を募り

オフィス構築に大きく関与させた

WORK2020

各ビジネスユニットの
有志代表で構成される

FMプロジェクトの体制と新しいオフィスコンセプト
当時の日本法人の社⾧の想い
会社全体が1つのチームとなる企業風土を創るよう、社員自らがオーナーシップをもち、協力してオフィスのあり方を決定し、そして活用できるオフィス

WORK2020
WORK2020は各部署からの有志参加者による2020年までに社内の「変革」を実現する組織
オフィスプロジェクトと同時にテレワークの制度も改定し、どこでも働くことのできる環境と制度を整備
オフィスプロジェクトでは社員に自主的に参画してもらい現場目線やアイディアをできる限り取り入れた

FMプロジェクトの体制

経営課題
グローバルでの主力事業の変
革と企業買収による統合の繰
り返し、ローカルにおいては、日
本企業としての独自成⾧をし
てきた結果、企業風土の統合
や醸成がおざなりになっていた。

FMプロジェクトの背景と目標

目標
• 企業文化の統合と醸成
• 社員満足の向上と生産性の改善を実現する「働き方改革」
• オフィス統合に伴うオフィス面積の削減

グローバルレベルでアウトソーシングを取り入れている
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働き方改革を促進させるFM ～自律と協業がもたらす新たな企業風土～ :ハイライト

今回のリニューアルは誰もが初体験
オフィスと社員が参画して改定したルールの２つのリニューアルで出身
（どの場所やどの会社で働いていたか）を意識することなく働き始めた。
また、ピクトグラムやデジタルサイネージによる直感的に
わかるルールの表示により自律的にルールが守られている。

FMサービスの効率化によるサービスレベルの改善
カフェスペースや受付などのサービス提供スペースが集中したことによる合理
化で、人員を他のサービスに時間を使うことが可能となった。
また、ABWで部署のゾーニングや固定席を廃止したことにより、部門間の移
転がなくなり、かかる手間やコストが削減できた。

FMと利用者とのWin2関係
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2016 2017 2018

Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

オフィス改修・移転前 オフィス改修・移転後

計画・設計 工事・移転 評価・改善 継続的改善

グローバル グローバルのオフィス設計・PMチームと協業
運営維持に引き渡し

その役割を終えるプロジェクト 日本のWR・IT・HSSE
外部の設計・PM会社・維持運営会社、専門業者の

協業によるプロジェクトマネジメント

運用開始後の
手直し

運営維持 ABW
運用開始

デジタルレセプション・
フードサービス開始

FMプロジェクトでのPDCA
移転後に評価と改善期間を設け、運用開始後の問題点は素早く手直し

社員満足度と生産性の向上
社員はリニューアルした多様なワークプレイスを
スケジュールに合わせて自律かつ自由に選択

偶発的なコミュニケーションの増加
ABWの中でコラボレーションスペースとラウンジを
オフィス中央にのみ配置したことで人の対流が発生

オープン＆フラットな企業風土が促進
コラボレーションスペースや多目的ルームでの
社内イベントで社内のコミュニケーションが活性化

ABWとコラボレーションスペース

ICTを活用したFMサービスの導入

フード＆ホスピタリティ
スマホアプリを利用して、フードや
デリバリーサービスがキャッシュレス
で注文ができる。

デジタル受付
来訪者を事前把握しスムーズに
入館手続きができる。また、災害
時には来訪者を把握し避難誘
導することができる。

デジタルサイネージ
オフィスの情報だけでなく、社内の
情報伝達手段としても有効に活
用されている。
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働き方改革を促進させるFM ～自律と協業がもたらす新たな企業風土～ :成果
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ノキアジャパンで初めての家族をオフィスに招いたファミリーデー
全社でのチームビルディングもオフィス内で実施
一体感のある企業風土の醸成を進めている

-28% 1.7

面積削減率

97% 100%

モバイル席率
(非固定席)

テレワークとABW
による座席共有率
(オフィス内登録人員／デスク数)

個室・部署
ゾーニングの廃止

＊0.0は満足している人とそうでない人の割合が拮抗している状態

オフィス満足度の効果測定

*

個人用ロッカー
のサイズを50％
小さくしたことに
より悪化

各席に外部モニタ
を標準設置したこと
により改善

リニューアルにより
全体の満足度は
大幅に改善

コラボレーションエリア・
カフェスペースを増や
したことより改善


